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氏名                   

 

令和6年7月17日実施 中国運輸局 

法令試験問題 

解答用紙 

 

問１ 

 

 

問２ 
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令和6年7月17日 中国運輸局法令試験問題 

 

 

問１． 次の文章のうち正しいものには○印を、誤っているものには×印を、解答用紙に

記入してください。 
 

1.  事業者は、許可に付された期限が満了した場合であっても、期限更新手続きを行え

ばその効力を失うことはありません。 

 

2.  旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者は、その服装について特に規定はあ

りません。 

 

3.  個人タクシー事業者が、許可等に付された条件で許可を取り消すべき事由又は許可

期限の更新を行わないこととする事由に該当している場合、個人タクシー事業の許可

期限の更新は認められません。 

 

4.  自動車の装置が、保安上又は公害防止その他の環境保全上の技術基準に適合しなけ

ればその自動車を運行することができません。 

 

5.  タクシー事業者は、運賃又は料金を収受した場合、旅客の請求があったときは、収

受した運賃又は料金の額を記載した領収証を発行しなければなりません。 

 

6.  タクシー業務適正化特別措置法の指定地域内の個人タクシー事業者が、旅客の運送

を目的としないで運行している場合は、個人タクシー事業者乗務証を当該タクシーに

表示する必要はありません。 

 

7.  タクシーの前面ガラスに、運転者が交通状況を確認するために必要な視野を確保で

きれば、前面ガラスにはり付けるものに制限はありません。 

 

8.  一般乗用旅客自動車運送事業の運送約款には、運送の引受けに関する事項等を定め

ることが必要ですが、運送責任の始期及び終期についても定めなければなりません。 

 

9.  自動車事故報告規則の規定に基づく報告書については、事故に対する弁明書を添付

することになっています。 

 

10.  道路運送法の規定では、許可に期限を付すことができるとされていますが、認可に

は期限を付すことができないとされています。 

 

11.  行き先を告げることもできない泥酔者であって、他の旅客の迷惑となるおそれのあ

る者に対しては、運送の引受けを拒絶することもできます。 
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12.  個人タクシー事業の譲渡及び譲受が終了した場合、その旨を届け出なければなりま

せん。 

 

13.  タクシー車両の点検整備記録簿の保存期間は、その点検整備の日から２年間と定め

られています。 

 

14.  道路運送法に規定する一般旅客自動車運送事業の譲渡及び譲受の手続きを行う場合、

その申請書には譲渡及び譲受価格の明細書を添付する必要があります。 

 

15.  道路運送車両法は、自動車の所有権の公証を目的の一つとしています。 

 

16.  一般乗用旅客自動車運送事業の標準運送約款には、旅客に対する責任は、旅客の乗

車のときに始まり、下車をもって終わることが規定されています。 

 

17.  個人タクシー事業を経営するためには、道路運送法に規定されている特定旅客自動

車運送事業の許可を受けなければなりません。 

 

18.  タクシー事業者は、旅客を運送中に事故により運行を中断したときは、当該旅客を

出発地まで送還するなどの適切な処置により旅客を保護しなければなりません。 

 

19.  一般旅客自動車運送事業者は、事業用自動車が火災を起こしたときは、遅滞なく一

定の事項を届け出なければなりません。 

 

20.  道路運送法において、一般旅客自動車運送事業者は、特定の旅客に対し、不当な差

別的取扱いをしてはならないことが規定されていますが、特約があれば個人タクシー

事業者はその適用が除外されます。 

 

21.  個人タクシー事業者が、運賃料金をクレジットカードにより精算しようとするとき

は、道路運送法に規定する手続きが必要です。 

 

22.  個人タクシー事業者は、氏名及び住所を明らかにした者から旅客に対する取扱いそ

の他運輸に関して苦情を受け付けた場合、一定の事項を記録し、かつ、その記録を半

年間保存しなければなりません。 

 

23.  個人タクシー事業者は、発地又は着地のいずれかが許可等を受けた営業区域外とな

る旅客の運送をしてはなりません。 

 

24.  タクシー業務適正化特別措置法施行規則には、事業者が事業者乗務証をよごし、損

じ、又は失ったときに、その再交付を受けることができる旨が規定されています。 
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25.  個人タクシー事業者は、使用している事業用自動車が故障等により使用できなくな

った場合、一時的にでも自家用自動車を使用して、事業を行うことはできません。 

 

26.  営業的割引は、主に需要喚起を目的として設定される運賃の割引（公共的割引及び

遠距離割引を除く。）であって、利用者間に不当に差別的取扱いをするものでなく、か

つ、他の事業者との間に不当な競争引き起こすおそれがないと認められる場合に設定

することができます。 

 

27.  一般乗用旅客自動車運送事業者は、１２歳未満の小児だけの旅客も運送することが

できます。 

 

28.  道路運送車両法の規定では、自動車の所有者は、新規登録をし自動車登録番号の通

知を受けたときは、当該番号の自動車登録番号標の交付を受け、自動車に取り付けれ

ば、封印の取付けを受ける必要はありません。 

 

29.  道路運送法においては、国土交通大臣の災害救助のための運送命令により損失を受

けた一般旅客自動車運送事業者に対しては、その損失を補償しないことが規定されて

います。 

 

30.  道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、主たる

事務所及び営業所の名称及び位置については記載することになっていません。 

 

31.  個人タクシー事業者の自動車車庫について、その位置に変更がないものの、収容能

力が５㎡大きくなりました。この場合、事業計画変更の手続きは必要ありません。 

 

32.  旅客自動車運送事業者は、旅客に対してのみ、公平かつ懇切な取扱いをしなければ

なりません。 

 

33.  一般乗用旅客自動車運送事業者は、自動車事故報告規則の規定に該当する自動車事

故を引き起こした場合、３０日以内に自動車事故報告書を提出しなければなりません

が、個人タクシー事業者は、１年分をまとめて提出してよいこととなっています。 

 

34.  タクシー事業者は、正当な理由がないのに許可又は認可を受けた事項を実施しない

場合、自動車その他の輸送施設の当該事業のための使用の停止若しくは事業の停止を

命じられ、又は許可を取り消されることがあります。 

 

35.  一般旅客自動車運送事業者は、旅客自動車運送事業等報告規則の規定により「事業

報告書」及び「輸送実績報告書」を毎年５月３１日までに提出しなければなりません。 
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問２ 次の文章は、法令に基づく条文です。文中の【  】の中に入る正しい語句を下記

の□の中から選び、記号を解答用紙に記入しなさい。 

 

道路運送法（昭和二十六年六月一日法律第百八十三号） 

   (目的) 

  第一条 この法律は、貨物自動車運送事業法（平成元年法律第八十三号）と相まつて、

道路運送事業の運営を適正かつ【 ① 】なものとし、並びに道路運送の分野におけ

る利用者の需要の多様化及び高度化に的確に対応したサービスの円滑かつ確実な

【 ② 】を促進することにより、輸送の安全を確保し、道路運送の利用者の利益の

保護及びその利便の増進を図るとともに、道路運送の総合的な【 ③ 】を図り、も

つて公共の福祉を増進することを目的とする。 

 

 

旅客自動車運送事業運輸規則（昭和三十一年八月一日運輸省令第四十四号） 

  (輸送の安全) 

 第二条の二 旅客自動車運送事業者は、経営の責任者の【 ④ 】を定めることその他

の国土交通大臣が告示で定める措置を講ずることにより、絶えず輸送の安全性の

【 ⑤ 】に努めなければならない。 

 

 

ア 向上 イ 合理的 ウ 実施 エ 責任 

オ 向上 カ 先進的 キ 体制 ク 発達 

ケ 良質 コ 保証 サ 展開 シ 提供 

ス 責務 セ 成長 ソ 確保   
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令和6年7月17日実施 中国運輸局 

法令試験問題模範解答 

 

※ この模範解答は運輸局が公式に発表したものではなく、日個連東京都営業協同組合組

織維持対策室にて判断・作成したものです。運輸局の見解とは異なる場合もあり得ます

ので、予めご了承下さい。 

 

問１ 

 

問２ 

 

◼ 新型設問はありません。句読点や助詞の違いは既出扱いです。 

◼ 語群の選択肢の「向上」がダブっていますが原文通りです。語群選択【 ⑤ 】はアと

オどちらを選んでもここでは正解とします。 

１ × 
期限更新 

２ × 
輸50 

3 ○ 
期限更新 

４ ○ 
車41 

５ ○ 
輸10 

６ ○ 
特46 

７ × 
保安29 

８ ○ 
運施12 

９ × 
事故3 

10 × 
運86 

11 ○ 
輸13 

12 ○ 
運施66 

13 × 
点検4 

14 ○ 
運施22 

15 ○ 
車1 

16 ○ 
約款7 

17 × 
運4 

18 ○ 
輸18 

19 ○ 
運29 

20 × 
運30 

21 × 
規定なし 

22 × 
輸3 

23 × 
運20 

24 ○ 
特施33 

25 ○ 
運78 

26 ○ 
運賃制度 

27 ○ 
規定なし 

28 × 
車11 

29 × 
運85 

30 × 
運施4 

31 × 
運15ほか 

32 × 
輸2 

33 × 
事故2+3 

34 ○ 
運40 

35 × 
報告2 

① イ ② シ ③ ク ④ ス ⑤ アorオ 


